
 

 

 

 

 

2022年9月12日 

トヨタファイナンシャルサービス株式会社 

トヨタファイナンス株式会社 

 

「おでかけをもっと便利に、楽しく マイルートで。」 

MaaS の社会実装に向けた 2022 年度実証実験の受託および 

名古屋鉄道株式会社および名鉄グループ各社との連携強化について 

 

 

トヨタファイナンシャルサービス株式会社(本社：愛知県名古屋市、代表取締役社長：頃末広義、以下、TFS)は、

昨年に続いて愛知県様が実施する「マルチモーダルサービス導入実証事業」を受託し、トヨタファイナンス株式会社 

(本社：愛知県名古屋市、代表取締役社長：西 利之、以下、TFC)と共同して、名古屋東部丘陵地域を中心に

TFSが全国展開するスマートフォン向けマルチモーダルモビリティサービスアプリ「my route(マイルート)」を活用した 

実証実験を9月15日より開始します。 

 

 愛知県様は、移動手段の最適化により混雑緩和や環境負荷低減など様々な効果が期待できるMaaSについて、 

ジブリパーク開園により国内外から多くの来訪者が想定される名古屋東部丘陵地域を中心とする地域を対象として、 

社会実装に向けた取組を2020年度から実施されています。 

 

 TFSはTFCと共同して、対象地域の商業施設来訪時やイベント開催時のクーポン配信、観光施設等のスポット 

情報・周遊ルートの提供、街の活性化に向けた移動したくなるきっかけづくり並びに予約・決済サービスの提供などに取り

組みます。今年度は、アプリ内で購入可能なデジタルチケットのラインアップ拡充、リニモ沿線におけるシェアサイクルの 

ポート設置及び愛・地球博記念公園を目的地とするパーク＆ライド実施など、新たな取り組みを予定しております。 

 

my routeは、サービス提供エリアを順次拡大しており、現在全国12エリアで展開しております。本実証実験の事業

終了に伴い一部のサービスは終了となりますが、「my route」の基本機能は実証期間以降も愛知県で継続して 

提供し、さらなるサービス拡充に取り組んでまいります。 

 

【マルチモーダルサービス導入実証事業について】            

(1) 事業主体  ：愛知県様 

(2) 実証目的  ：「MaaS による混雑の分散・回避など新しい生活様式」に対応した地域公共交通の 

               実現」、「地域住民や来訪者の円滑かつ効率的な移動」、「地域経済の活性化」 

(3) 受託事業者 ：TFS 

(4) 実証期間  ：2022年9月15日(木) ～ 2023年2月15日(水) 

(5) 主な対象エリア ：名古屋東部丘陵地域を中心とする地域 

（名古屋市、岡崎市、瀬戸市、春日井市、豊田市、日進市及び長久手市） 

   ※詳細はこちら       https://www.pref.aichi.jp/press-release/2022maas-jisshi.html 

                   https://www.myroute.fun/aichimaas/ (9月13日リリース予定) 

 

本事業は、SDGs の「9 産業と技術革新の基盤を作ろう」「11 住み

続けられるまちづくりを」「13 気候変動に具体的な対策を」に資する取

組です。 

https://www.pref.aichi.jp/press-release/2022maas-jisshi.html
https://www.myroute.fun/aichimaas/


【名古屋鉄道株式会社が展開されているアプリ「CentX」との連携の強化】 

名古屋鉄道株式会社(本社：愛知県名古屋市中村区名駅一丁目2番4号、代表取締役社長：髙﨑裕樹)との

連携を、地域の様々なパートナーとの連携・協業という観点から更に強化させて頂きます。 具体的には、同社の 

エリア版MaaS(Mobility as a Service)アプリ「CentX」と、弊社アプリ「my route」におけるデジタルチケットの相互 

発売を通じて、地域住民や来訪者の円滑かつ効率的な移動と地域活性化に貢献致します。  

なお、今回の連携強化には、名鉄グループの名鉄バス株式会社(本社：愛知県名古屋市中村区名駅四丁目 

26番25号、代表取締役社長：清水良一)・豊橋鉄道株式会社(本社：愛知県豊橋市駅前大通１丁目46番地

の１、代表取締役社長：小笠原敏彦)・豊鉄バス株式会社(本社：愛知県豊橋市植田町字新津田38番地、 

代表取締役社長：小笠原敏彦)を含んでおります。 

また、この連携の一環として、愛知高速交通株式会社(本社：愛知県長久手市茨ケ廻間1533番地736、 

代表取締役社長：丹羽健一郎)の「リニモ」のデジタルチケットを、「CentX」と「my route」の双方で１０月に同時 

発売させて頂く予定です。 

 

 （今年度のデジタルチケット一覧） 

事業者 券 種 発売開始時期 
連携強化の

一環 

愛知高速交通 

リニモ 【新規】 

・藤が丘駅⇔愛・地球博記念公園駅の片道乗車券 

・八草駅⇔愛・地球博記念公園駅の片道乗車券 
１０月予定 〇 

名古屋市 

【新規】 

・なごや観光ルートバス 「メーグル」 1DAY チケット 

 （実証期間のみの発売） 

９月１５日 

ー 

名鉄バス 

【新規】 

・中部国際空港⇔藤が丘の片道乗車券 

・中部国際空港⇔豊田市の片道乗車券 
〇 

豊橋鉄道 

【新規】 

・いこまい豊橋 電車・バス１日フリー乗車券 

・渥美線 １日フリー乗車券 

・市内線 １日フリー乗車券 

・渥美半島サイクルきっぷ 

〇 

豊鉄バス 

【新規】 
・豊鉄バス１日フリー乗車券（豊橋市内） 〇 

愛知環状鉄道 

【継続】 
・土日に乗ろう のりのり 1day パス 既発売 〇 

 

 

 

 

 

 

                         

                           



【ポスター/チラシ表面】 

 



【チラシ裏面】 

 



【MaaS アプリ 「my route」とは】 

移動手段の検索・予約・決済まで、移動に関する一連の機能をひとつのアプリ内で

完結。「街の賑わいの創出」するイベントスポット・店舗情報の提供も行い、街中に 

おける円滑な移動のサポートをするマルチモーダルモビリティサービスです。  

※決済代行会社=TFC 

 

【サービス提供エリア(2022年9月時点)】 

福岡、北九州、水俣、横浜、宮崎・日南、糸島、富山、愛知、佐賀、由布院、 

沖縄、長崎 

ダンロードはこちら 

 

 

＜トヨタファイナンシャルサービス株式会社について＞ 

https://www.tfsc.jp  

トヨタファイナンシャルサービスは、自動車販売金融サービス等を提供する金融会社の統括会社として、経営の一元化

により、トヨタの金融事業の競争力・収益力の強化を目的として設立しました。現在、日本を含めた世界40ヵ国以上

の国・地域で自動車ローンやリースを中心とした自動車販売金融を展開して、お客さまのご要望に応じた質の高い 

商品・サービスを提供することにより、お客さまとの結びつきを広げています。 

 

＜トヨタファイナンス株式会社について＞ 

https://www.toyota-finance.co.jp  

トヨタファイナンスは、トヨタグループの金融会社として、「モビリティ金融サービス会社」への変革を目指しています。 

「期待を超える金融サービスで、モビリティ社会の未来とお客さまの笑顔を創造すること」を企業理念に掲げ、自動車系 

金融会社ならではのユニークかつ最適なソリューションでお客さまの金融ニーズにお応えしています。 

 

 

 

以上 

https://www.tfsc.jp/
https://www.toyota-finance.co.jp/

